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【参考】シラバス 19 ページ抜粋 

２）eラーニングの分類に関する説明 
e ラーニングによる講義については、eE-0, eE-L, eJ-0, eJ-L, eEJ-0 および eEJ-L の６種類が、ありま

すので注意してください。 
 
① e ラーニングコンテンツに利用されている言語による分類 

eE：英語で作成された eラーニングコンテンツ 

eJ：日本語で作成された eラーニングコンテンツ 

eEJ：英語と日本語を混ぜて作成された eラーニングコンテンツ 

 

② e ラーニングコンテンツの講義への利用法による分類 

-0：対面講義を実施することなく、eラーニングでのみ開講する講義 

-L：対面講義が主体で講義を受講できない学生に対して、補講として eラーニングの受講を認める講義 

 

③ 日本語の eラーニングコンテンツしか利用可能でない、eJ-0 および eJ-L の講義については、履修生に

日本語を理解できない留学生がいる場合には、英語（＋日本語）による対面講義が実施されます。この

対面講義は収録されて、将来 eE あるいは eEJ として利用されることがあります。 

 

④ e ラーニング分類の例示 

eJ-L とは、対面講義を受講することを原則とするが、受講できない場合は、日本語で作成 

された eラーニングコンテンツを補講として受講できる講義を意味します。なお、履修生に 

日本語を理解できない留学生がいる場合には、対面講義は英語（＋日本語）で実施されます。 
 

 

【講義の日時と内容】 別紙に記載された時間割も参照ください。  

e 印のついた講義については、eラーニングでの講義を予定しているものです。なお、無印の講義につき

ましても、eラーニングコンテンツの準備が出来上がれば、eラーニングが実施される可能性があります。

そのため受講の前に必ずこのページで eラーニング実施の有無を確認し、さらに不詳の点については、講

義担当教員に問い合わせてください。 

なお、e ラーニングのマーク表記については、下の「e ラーニングの分類に関する説明」を参照してくだ

さい。 

 
講義番号   日時・時限     講師          講義内容 
 
１．eJ-L  １０月１３日（火）６時限 西村 泰治 HLA クラスⅠ分子の構造と機能 
    eE-L 
２．    １０月１９日（月）４時限 西村 泰治 HLA クラスⅡ分子の構造と機能 
３．      １０月２６日（月）４時限 入江 厚  MHC の多型とＴ細胞活性化シグナル 
４．eEJ-L １１月 ２日（月）４時限 千住 覚  T 細胞によるアロ抗原の認識 
５．eJ-L  １１月 ９日（月）４時限 西村 泰治 HLA と腫瘍免疫  
  eE-L 
６．      １１月１６日（月）４時限 入江 厚  主要組織適合抗原とマイナー組織適合抗原 
７  eEJ-L １１月２４日（火）６時限 千住 覚  免疫応答と樹状細胞 
８．eEJ-L １１月３０日（月）４時限 千住 覚  多能性幹細胞と免疫応答 
９．      １２月 ７日（月）４時限 阪口 薫雄 移植片対宿主反応（GVHR） 

１０.       １２月１４日（月）４時限 桑原 一彦 移植免疫と NF-κB 
１１．      １２月２１日（月）４時限 桑原 一彦 移植免疫と Stem cell 
１２．       １月 ４日（月）４時限 阪口 薫雄 免疫抑制 
１３．       １月１２日（火）６時限 前田 和彦 ステロイド受容体と免疫抑制 
１４．       １月１８日（月）４時限 猪股裕紀洋 世界と日本の臓器移植事情 
１５．       １月２５日（月）４時限 阿曽沼克弘 生体肝移植について 
 


